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令和６年度公共事業再評価調書 担当課名　

24

24 工事着手年度 28

(1)事業目的

(2)事業内容
2,300 ｍ （放水路新設)

7 橋

6 基

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 6 年度時点）

・総便益（B） 879.1 億円

・総費用（C） 499.6 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 6 年度見込み）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

※「再評価理由」は、静岡県交通基盤部、くらし・環境部所管公共事業再評価実施要綱第２に規定する区分に従って記載する。

【視点３】 　下流暗渠区間の掘削による発生土については、上流築堤区間の軟弱地盤対策盛土として有効活用する
とともに他事業への流用を行い、コスト縮減を図る。なお、築堤盛土材については、他事業で発生した
土砂を活用するため改良土の配合調整を行っていたところであり、令和６年度からこの改良土の受け入
れを開始している。
　引き続き、今後の詳細設計・施工計画においてもコスト縮減対策を検討していく。

新たなコスト
縮減・代替案

立案等
の可能性

対応方針
(案)

継続

　本事業は、沼川新放水路整備により沼川流域の浸水被害を解消するものである。近年の豪雨の頻発化及び浸水被害
の発生により早急な対策が求められており、さらに事業の投資効果も見込まれ、地元の期待も大きく、用地取得も完
了し今後の事業の進捗が見込めることから、事業を継続する。

（被害軽減便益：879.1億円）

（建設費：445.26億円、維持管理費：54.38億円）

　・10年に１回程度発生すると想定される規模の洪水による浸水被害の解消

【事 業 費】 55.4％（26,021百万円／47,000百万円）
【用地取得】 100％
　　令和５年４月に全ての用地取得が完了。下流区間は暗渠（河川トンネル）の整備を進め、
　上流区間においては、買収済箇所での築堤盛土を継続して整備中である。
　　　暗渠部：河川トンネル（完成259.3ｍ＋整備中121.6ｍ）／528.7ｍ
　　　橋梁：1～3号橋、国道1号橋梁（切り回し道路工）整備中　計３橋
　　　堤防：築堤盛土（緩速施工）1,400ｍ整備中

継続が妥当

橋梁工：

樋門・樋管工：

【視点２】
　地権者から事業の理解が得られ令和５年度に全ての用地買収が完了し、また国道１号橋梁など工事に
係る借地契約も事業協力が得られている。地域住民は、近年多発する豪雨による浸水被害解消に関し、
放水路完成の期待は大きく、引き続き事業進捗が見込まれる。
　今後も順調な進捗が見込め、沼川本川から下流区間を令和10年度完了予定であり、全体区間を令和14
年度までに完成する見込みである。

今後の
事業の進捗
の見込み

継続が妥当

事業の
必要性

　当地区は、堤内地盤高が低いことと市街地化により田畑の遊水機能が低下し集中豪雨には度々浸水被害が発生する地域になっている。計画区
間内及び周辺には、東海道本線、東海道新幹線、東名高速道路、新東名高速道路等があり、沼津市中心市街地も近く、工場等も数多く立地して
いる。このため、洪水氾濫など被害リスクは高い状況となっている。
　前回評価時点からは世帯数・農漁家数は減少したものの、従業者数は増加している。なお、事業対象地区周辺では、令和３年７月の甚大な浸
水被害（床上157戸、床下56戸）に続き、令和５年６月出水も浸水被害（床上98戸、床下67戸）が発生している。

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%） 参考:B/C（i=1%） EIRR

1.8 3.0 3.9 6.2%

【視点１】

計

47,000 21,191 3,100 1,730 26,021
全体事業費

百万円 投資状況
（百万円）

～R4年度 R5年度 R6年度見込

事業概要

　沼川支川の高橋川から直接駿河湾へ流下する放水路を整備し、河川整備計画に位置付けられた10年に１回程度発生
すると想定される規模の洪水を安全に流下させ、沼津市西部市街地の浸水被害の解消を図る。

施工延長：

再評価理由※ 社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業

箇　所　名 一級河川
いっきゅうかせん

　沼川
ぬまがわ

関係市町 富士市、沼津市

事業採択年度 平成 年度 計画期間 平成24年度　～　令和14年度

用地着手年度 平成 年度 平成 年度

事　業　名 大規模特定河川事業、広域河川改修事業 事業主体 静岡県

資料2(様式１)

番号 13 河川海岸整備課



総括表

 総費用Ｃ 49,964百万円

Ｂ／Ｃ 1.76

総便益

総費用

　総費用
　　Ｃ＝　∑各年事業建設費／（1＋0.04）n＋Σ年間維持管理費／（1＋0.04）n
　　　＝　44,526百万円　＋　5,438百万円
　　　＝　49,964百万円

○事業の有無による被害額の差分
　　年平均被害軽減期待額を社会的割引率４％、評価対象期間70年(整備期間20年＋50年)とし、
　　現在価値化する。

○施設等の残存価値
　　評価期間末における施設等の残存価値を社会的割引率４％で現在価値化する。

総便益
　　Ｂ　＝　Σ年平均被害軽減期待額／（1＋0.04）n + 評価期間末残存価値／（1＋0.04）n
　　　　＝　87,184百万円　＋　730百万円
　　　　＝　87,914百万円

※ 被害額は洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設などの被害額と営業停止損失、家庭・事業所に
おける応急対策費用である。
※ 年平均被害軽減期待額は洪水の生起確率を生起確率別被害軽減額に乗じ、計画対象規模まで累計するこ
とにより算出する。
※ 整備期間中の便益は、事業費に比例して発生するものとする。

○事業建設費
　　各年の事業建設費を社会的割引率４％で現在価値化する。

○評価期間内に必要な維持管理費
　　各年の維持管理費を社会的割引率４％で現在価値化する。
　　建設費の0.5%／年、評価対象期間：70年

[建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費]

費用便益比算出説明書

　一級河川沼川
　　　　　　　　　　　　　（「治水経済調査マニュアル（案）」国土交通省 水管理・国土保全局 令和２年４月）

 総便益Ｂ
[事業を実施しない場合の被害額]－[事業を実施した場合の被害額]
＋[施設の残存価値]

87,914百万円



１．事業箇所位置図
事業箇所

一級河川沼川

流域面積 約433㎢

幹線流路延長 約14.1㎞

沼川新放水路
整備計画区間
延長 2.3km

2

ららぽーと沼津
（R1.10.4オープン）

沼津市立病院

工業地域

工業地域

沼津市
中心市街地

駿河湾沼津
スマートインターチェンジ

（H29.3.18開通）

愛鷹スマート
インターチェンジ

（H28.3.19開通）

新東名高速道路
（H24.4.14開通）

片浜駅

原駅

沼川新放水路
整備計画区間
延長 2.3km

凡 例

河川

市街化区域

中心市街地区域

沼川新放水路

流域界

浸水区域（R3.7）

過去における浸水被害状況

発生年月日 床上浸水
（戸）

床下浸水
（戸）

Ｈ16.10.9 10 10

Ｈ19.7.14 18 82

Ｈ20.7.3 17 64

Ｈ22.3.15 1 3

H26.10.6 4 54

R3.7.2〜3 157 56

R5.6.2〜3 98 67

計画期間 平成24年〜令和14年

整備目標
10年に1回程度発生すると
想定される規模の降雨による
家屋浸水被害を概ね解消

全体事業費 470億円

投資状況 260.2億円 55.3%
（R6年度末見込み）

＜事業概要＞

２．事業概要
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【標準横断図】

【縦断図】

駿河湾

下流工区 900m 上流工区 1,400m

【計画平面図】
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２．事業概要
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３．事業費の変更

主な変更内容 増 額

①護岸工の構造変更 ＋2,700百万円

増額計

＋10,000百万円

②残土処理費の高騰 ＋1,600百万円

③工事用資材価格、労務費等の高騰 ＋4,200百万円

④橋梁工の変更（桁高抑制等） ＋800百万円

⑤仮設工の追加（水門部） ＋700百万円

【事業費増額と主な変更内容】

区 分 前回（R4） 今回（R6）

①計画期間 H24～R14 H24～R14

②全体事業費 37,000百万円 47,000百万円
（＋10,000百万円）

5



【①護岸工の構造変更】

 工法変更の要因
・地下水位が高く透水係数が砂礫のため施工難
・周辺の井戸利用に大きな影響あり

 対策工法
・地下水位を考慮し、矢板護岸工へ変更。

矢板護岸工：L=920ｍ
対 策 費：＋2,200百万円

３．事業費の変更

H.W.L
地下水位

砂礫層Ag
計画河床

堆積土

H.W.L
地下水位

計画河床

砂礫層Ag

堆積土

• 地下水位が高く施工困難

• 周辺地下水に影響があるため地下水対策は不可

ブロック積護岸

矢板護岸

当箇所の地下水位状況

現地盤から約２ｍから砂礫層となる。透水係数が高く地下水位の
高さまで掘削後すぐに冠水する。 （橋梁下部工の施工状況）

現地盤から約２ｍ

地下水が噴出

矢板護岸工

（鋼矢板25H 8.5ｍ）

地下水位
の低下

井戸枯れ
の恐れ

井戸（地下水利用）
位置図

井戸

6

３．事業費の変更
【①護岸工の構造変更】

 工法変更の要因
・河床部は軟弱層が存在し河床幅も

狭いため、流水により河床洗堀や
側方侵食される危険性が高い。

 対策工法
・流水による河床洗堀や法面崩壊を防止するため、

低水部に多段積かご工を採用。
多段積かご工：L=1,000ｍ（両岸）、H=2.0ｍ
ジオテキスタイル＋張芝：L=1,000ｍ、A=5,600m
対 策 費：＋500百万円

ピート（Pt）

粘性土（Ap）

表土（B）

H.W.L

計画河床

河床幅を拡大
W=5.7m

河川幅20.1m 多段積かご工

河床部の地盤状況確認

（試験掘削）

ピート層

（黒褐色・湧水有）

Ap層（粘土層）まで掘削後、Pt層下面から湧水あり

低水護岸工

（多段積かご工）

ジオテキスタイル＋張芝

ピート（Pt）

粘性土（Ap）

表土（B）

H.W.L

計画河床

河川幅20.1m

河床幅3.7m

流水により、河床洗堀や

法面崩壊の危険性有り

・計画河床は軟弱層 （地下水位高い）

・河床幅が狭い築堤（土羽護岸）

7
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３．事業費の変更
【②残土処理費の増額】

 残土処理費
・今後発生する残土（約18万m ）の残土処理

費の増額

残土処分費が近年大幅に高騰。

１ⅿ3当たり残土処理場 （秋山重機（富士市））

土質 R3 R5 備 考

第３種 2,000円 5,000円 3,000円増→2.0倍

第４種 2,500円 9,600円 7,100円増→3.9倍

不良土 10,000円 20,000円 10,000円増→2.0倍

発生土砂量：下流工区10万ｍ＋上流工区８万ｍ ＝１８万ｍ

【第３種】11万ｍ ×3,000円/ｍ 増×1.7(諸経費)＝約5.6億円増

【第４種】4万ｍ ×7,100円/ｍ 増×1.7(諸経費)＝約4.8億円増

【不良土】3万ｍ ×10,000円/ｍ 増×1.7(諸経費)＝約5.1億円増

【③工事用資材価格・労務費等の高騰】

 沼川新放水路の工事費比較 （R３→R５） 沼川新放水路の残土処理実績 （R３→R５）

【工事費の実績】
（1）工事費比較

・函体工(L=20ｍ)整備費 （※ボックスカルバート工のみ）
R3：C=約1.0億円 ⇒  R5：C=約1.2億円 約1.2倍

・薬液注入工(L=16.5ⅿ) 整備費
R3：C=約21万円/本 ⇒  R5：C=約25万円/本 約1.2倍

（2）工事用資材比較
・コンクリート（24-12-25BB） 1.3倍
・鉄筋（SD345 D16-25） 1.2倍
・鋼矢板（Ⅲ～Ⅳw） 1.3倍
・H鋼（300～500） 1.2倍

（3）労務費比較 1.1～1.2倍

近年、資材単価や労務費が大幅に高騰。

R３設計時からR５時点の実績では、約２割程度の工事費が

割増となっている。

 資材単価・労務費の高騰
・引き続き、工事用資材や労務費は高騰する傾向。
（今後の資材価格、労務費高騰を考慮しR５残事業×1.3倍）

残土処理費による工事費割増

残土処理の増額：＋1,600百万円 資材単価・労務費の増額：＋4,200百万円
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３．事業費の変更
【④橋梁工（桁高を抑えた橋梁）】

 橋種変更の要因
・橋梁の桁高分の道路が高くなると

近隣住宅から道路への出入りが困難となる。

 対策工法
・市道橋の１号橋及び３号橋を「鋼・コンクリート

合成床版橋」に橋種を変更
対策費：＋800百万円

桁高1.35ｍ

桁高0.40ｍ

橋桁の高さを

１ｍ程度下げる

9

西排水路
に仮放流

対応不可
工 場

東
排
水
路

西
排
水
路

Φ1500

仮排水路（Φ１５００）設置

 工法変更の要因
・隣接工場の排水について、当初は西排水路に仮放流す

る予定であったが、工場事業者との調整の結果、東排
水路の一部を活用した仮設に変更することとなった。

【⑤仮設工の追加】

 対策工法
・仮排水路を水門本体西側に設置し、東排水路に接続

するため土留矢板､仮排水路を施工する。
対 策 費：＋700百万円



ＪＲ交差部 函体工
（ＪＲ委託工事）

海岸堤防部 函体工
（国交省委託工事）

函体工（県施工）

築堤盛土（県施工）

【工事進捗状況】

４．事業の実施状況

駿河湾

海岸防潮堤
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５．事業の投資効果（費用便益比）

総費用（C）＝ 499.6(億円）

 建設費（現在価値化） 445.26(億円）

 維持管理費（現在価値化） 54.38(億円）

総便益（B）＝ 879.1(億円）

 被害軽減期待額 871.8(億円）
※洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設等の被害額と営業停止損失、

家屋・事業所における応急対策費用

 残存価値 7.30 (億円）

費用便益比(B/C)＝ 1.76

※令和６年換算価値
※文献（マニュアル）：「治水経済マニュアル（案）」

（国土交通省水管理・国土保全局、R6.4）
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６ ．事業の投資効果
【整備目標規模（年超過確率1/10）洪水による氾濫シミュレーション結果】

整 備 前 整 備 後

浸水面積 473.7ha

高橋川

浸水面積 222.5ha
（－251.2ha 53%減）

本事業を実施することにより
第２放水路から新放水路区間における浸水被害が〔概ね〕解消される

12

【整備目標規模（10年に1回の降雨）洪水による氾濫シミュレーション結果】

Ｒ14年度 上流工区通水

↓
沼川右岸・高橋川

の浸水域解消

沼川分流部

河口部

高橋川分流部

７．今後の事業進捗の見込み
地権者から当事業の理解が得られ、借地等事業に対し協力的であり、令和５年
度に事業用地の買収が完了した。

令和３年７月豪雨、令和５年６月台風２号と連続して甚大な浸水被害を受け、地
元の期待度は非常に高い。

工事が順調に進捗しており、沼川本川から下流区間は令和１０年度、全体計画
区間では令和１４年度の通水予定。
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Ｒ10年度 下流工区通水
↓

・沼川左岸の浸水域解消
・沼川右岸の浸水面積

及び浸水深の減少

ｚ



下流区間で発生した土砂を、上流区間の軟弱地盤対策盛土や他工事への
有効活用を行うほか、Ｈ鋼などの仮設材を計画的に転用するなど、コスト縮
減を図る。

８．新たなコスト縮減・代替案の可能性
他事業で発生した土砂を改良し、築堤盛土に利用してコスト縮減を図る。

田子の浦港
発生土（脱水ケーキ）

富士砂防砂礫
発生土（母材）

発生土を調整した改良土砂を利用

＋

自走式土質改良機（リテラ）
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本事業は、沼川に新放水路を整備することにより、沼津市西部地域の
浸水常襲地区の家屋浸水被害を軽減するものである。

近年の気候変動に伴う激甚化、頻発化する豪雨災害により、地域住民
から早急な治水対策が求められており、事業の投資効果も見込まれて
いる。

早期の浸水被害解消のため、

事業を継続する。

９．対応方針（案）
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出前講座を開催するなど地元理解を深め
る活動を定期的に行っている

全ての用地取得が完了し、地元の地元の
期待は大きく、今後の事業進捗が見込めら
れる。


